
◆
は
じ
め
に

三
島
市
郷
土
資
料
館
所
蔵
の
勝
俣
文
庫
は
、
伊
豆
国
佐
野
村
（
現
静
岡
県
三
島
市
）

の
名
主
・
勝
俣
家
の
蔵
書
で
あ
る
。
そ
の
家
系
に
は
明
治
期
に
全
国
的
に
知
ら
れ
た
俳

人
・
滝
之
本
連
水
が
お
り
、
彼
の
蔵
書
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
。
連
水
に
つ
い
て

は
、
こ
の
蔵
書
を
用
い
て
、
は
や
く
長
谷
川
福
太
郎
『
岳
南
の
俳
譜
人
伊
豆
佐
野
の
人

滝
の
も
と
連
水
』
（
昭
五
十
二
年
三
月
三
島
市
郷
土
館
）
が
そ
の
俳
業
の
全
貌
を

明
ら
か
に
し
、
森
澤
多
美
子
「
素
描
・
滝
の
本
連
水
Ｉ
芭
蕉
を
愛
し
た
明
治
俳
人
」

（
『
江
戸
文
学
の
冒
険
』
〈
平
成
十
九
年
三
月
翰
林
書
房
〉
）
は
、
明
治
俳
埴
と
い
う

視
野
か
ら
、
そ
の
俳
人
像
を
描
き
直
し
て
い
る
。

蔵
書
の
全
貌
に
つ
い
て
は
、
『
勝
俣
文
庫
目
録
』
（
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
島
市
郷

士
館
）
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録
を
一
見
す
れ
ば
分
か
る
通
り
、
勝
俣

文
庫
は
俳
人
の
文
庫
だ
か
ら
と
い
っ
て
俳
書
ば
か
り
が
集
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。
井
上
泰
至
「
写
本
軍
書
の
機
能
」
（
「
日
本
文
学
」
平

文
庫
は
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
る
か

ｌ
三
島
市
郷
士
資
料
館
蔵
勝
俣
文
庫
の
蔵
書
目
録
三
点

器
キ
ー
ワ
ー
ド

近
世
文
学
・
蔵
書
形
成
・
俳
譜
・
実
録
体
小
説
・
三
島
市
郷
土
資
料
館
勝
俣
文
庫

成
二
十
六
年
十
月
日
本
文
学
協
会
）
お
よ
び
同
「
蔵
書
調
査
か
ら
見
え
て
く
る
文
芸

享
受
の
風
景
ｌ
身
分
社
会
に
お
け
る
自
己
存
在
証
明
の
視
点
か
ら
ｌ
」
（
『
調
査
研
究
報

告
』
三
十
五
〈
平
成
二
十
七
年
三
月
国
文
学
研
究
資
料
館
〉
）
は
、
実
録
体
小
説
が

多
く
所
蔵
さ
れ
る
と
い
う
特
色
に
注
目
し
、
「
軍
書
の
な
か
の
、
も
っ
ぱ
ら
娯
楽
の
機

能
が
こ
の
階
層
に
は
働
い
て
い
た
か
ら
と
想
像
で
き
る
」
と
し
た
。

こ
う
し
た
先
行
研
究
に
加
え
て
、
本
稿
で
は
、
勝
俣
文
庫
を
「
文
庫
の
形
成
史
」
と

い
う
点
で
考
え
直
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
近
年
あ
ら
た
に
、
幕
末
、
維
新
直
後
、
戦

後
と
時
代
を
異
に
す
る
蔵
書
目
録
が
三
部
確
認
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
時
代
の

異
な
る
目
録
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
勝
俣
家
の
蔵
書
に
、
ど
の
よ
う
な
本
が
、
い
つ
加

え
ら
れ
た
か
、
と
い
う
点
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
文
庫
の
形
成

史
と
い
う
文
化
史
研
究
テ
ー
マ
に
、
一
つ
の
有
効
な
材
料
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

以
下
本
稿
は
、
勝
俣
文
庫
に
お
け
る
三
部
の
目
録
の
概
要
を
示
し
て
考
察
を
加
え
、

さ
ら
に
そ
の
翻
刻
を
付
す
。

勝
又
基
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①
嘉
永
七
年
（
’
八
五

四
）
目
録
１
１
父
と
連

水
前
半
生
の
集
書

【
編
者
と
成
立
年
】

巻
末
に
「
嘉
永
七
寅
年
／
閏

七
月
吉
日
改
之
／
豆
陽
伊
豆
佐

野
村
／
滝
の
入
／
勝
俣
花
岳
山

人
［
印
］
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、

編
者
が
連
水
の
父
・
常
昭
で
あ

る
こ
と
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五

四
）
に
一
旦
完
成
し
た
も
の
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

常
昭
（
直
衛
門
・
花
岳
・
和

水
と
も
）
は
文
化
元
年
（
一
八

○
四
）
生
、
安
政
六
年
（
一
八

五
九
）
四
月
十
五
日
没
、
五
十

六
才
。
こ
の
目
録
が
一
応
の
完

成
を
見
た
嘉
永
七
年
（
一
八
五

四
）
の
時
点
で
、
常
昭
は
五
十

六
歳
（
ち
な
み
に
連
水
は
二
十

◆
蔵
書
目
録
の
概
要

』趨鍵塞識鬼鐙一一
■ 手

3 ． ← ．
＄畳 碗

､ 1

1 楢

蟹‘ 。 。
坤

･

要

や

』 ． 夢 々 嘩
恥 F1

1

町 ■

1

A ・位

＃

色

I "
①

＆

説

…

P

麹
ヤ

リ

2

申

●

ザ

竃

写

三
歳
）
、
さ
ら
に
、
こ
の
目
録
を
編
ん
だ
五
年
後
の
安
政
六
年
二
八
五
九
）
に
、
六

十
一
歳
で
没
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
連
水
の
先
代
・
常
昭
の
晩
年
ま
で
の
集
書
が
記
さ

れ
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
目
録
を
見
る
と
、
各
部
の
末
尾
に
別
筆
で
、
嘉
永
七
年
以
降
に
入
手
し
た
書

物
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
言
え
ば
、
常
昭
没
後
に
入
手
し
た
書
物
も
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
息
子
・
連
水
の
手
に
よ
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
て
行
っ
た
も
の

だ
、
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
、
嘉
永
七
年
以
降
入
手
の
書
物
が
占
め
る

割
合
は
、
目
録
全
体
の
ほ
ぼ
半
数
に
お
よ
ぶ
（
そ
の
境
目
は
見
分
け
が
た
い
が
、
安
政

の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
）
。

常
昭
と
連
水
と
で
集
書
傾
向
に
違
い
は
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
し
た
傾
向
は
あ

ま
り
見
出
せ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
ま
ん
べ
ん
な
く
買
い
足
し
て
い
る
、
と

い
う
印
象
で
あ
る
。

【
全
体
と
分
類
】

三
百
二
十
三
点
を
掲
載
す
る
。
分
類
は
内
容
別
で
、
そ
の
細
目
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

１
和
漢
軍
書
井
敵
討
物
語
（
二
十
点
）
２
俳
書
（
五
十
九
点
）
３
歌
書
（
四
点
）

４
諸
家
騒
動
井
敵
討
端
事
（
六
十
一
点
）
５
浄
（
二
十
五
点
）
６
常
盤
津
（
八

点
）
７
戯
作
（
三
十
四
点
）
８
絵
双
紙
（
三
十
九
点
）
９
学
書
（
四
十
二
点
）

加
軸
物
注
文
覚
（
五
点
）
、
色
々
伝
授
秘
法
之
部
（
十
八
点
）
皿
密
書
之
部
（
八

点
）

「
４
諸
家
騒
動
井
敵
討
端
事
」
は
、
主
に
実
録
体
小
説
を
収
め
る
。
「
７
戯
作
」
は
『
南

総
里
見
八
犬
伝
』
な
ど
の
読
本
や
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
な
ど
の
滑
稽
本
を
収
め
る
。

「
８
絵
双
紙
」
は
合
巻
や
地
口
、
川
柳
、
狂
歌
な
ど
を
集
め
る
。
例
え
ば
同
じ
馬
琴
の
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作
品
で
も
、
半
紙
本
の
も
の
は
「
７
戯
作
」
に
収
め
ら
れ
、
中
本
の
も
の
は
こ
の
「
８

絵
双
紙
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
書
型
が
分
類
の
基
準
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
「
ｕ

色
々
伝
授
秘
法
之
部
」
は
、
塵
劫
記
や
将
棋
本
、
占
い
本
な
ど
が
収
め
ら
れ
る
。
吃
「
密

書
之
部
」
は
お
も
に
春
本
の
類
で
あ
る
。

【
各
条
の
記
載
】

各
条
、
基
本
的
に
書
名
と
冊
数
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
中
に
は
、
購
入
年
月

日
と
購
入
金
額
を
記
す
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
た
記
載
は
、
と
く
に
嘉
永
七
年
以
降
に

書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
に
多
く
見
ら
れ
る
。
嘉
永
七
年
の
時
点
で
、
い
ま
あ
る
蔵
書
を

整
理
し
、
そ
の
あ
と
は
、
入
手
し
た
都
度
に
書
き
込
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
集
書
傾
向
】

割
合
を
見
る
と
、
「
２
俳
書
」
（
五
十
九
点
、
一
八
％
）
と
「
４
諸
家
騒
動
井
敵
討
端

事
」
（
六
十
一
．
点
、
一
九
％
）
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
俳
書
と
実
録
体
小
説
、

と
い
う
勝
俣
文
庫
の
特
色
は
、
早
く
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

俳
書
五
十
九
点
の
う
ち
、
二
十
一
点
は
常
昭
没
後
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

常
昭
の
俳
譜
趣
味
が
、
子
の
連
水
へ
と
引
き
継
が
れ
た
こ
と
が
集
書
の
様
子
か
ら
も
見

て
取
れ
る
。

三
島
市
郷
士
資
料
館
に
は
浄
瑠
璃
本
が
二
十
二
点
現
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち

の
多
く
（
十
五
点
）
が
嘉
永
七
年
目
録
の
時
点
で
す
で
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
浄
瑠
璃

本
は
常
昭
の
趣
味
だ
っ
た
か
。

【
現
存
書
物
と
の
比
較
】

「
①
嘉
永
七
年
目
録
」
に
掲
載
さ
れ
た
三
二
三
項
目
の
う
ち
、
三
島
市
郷
土
資
料
館

勝
俣
文
庫
で
現
存
が
確
認
で
き
た
の
は
、
五
割
弱
の
一
四
五
点
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
散

②
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
目
録
ｌ
小
説
好
き
少
年
の
集
害

【
編
者
と
成
立
年
】

表
紙
に
「
明
治
三
庚
午
年
／
萬
覚
帳
／
豆
州
佐
野
村
／
勝
俣
清
作
書
」
と
あ
る
。
勝

俣
清
作
は
連
水
の
長
男
で
あ
る
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
生
、
明
治
八
年
（
一
八
七

五
）
一
月
二
十
九
日
没
、
二
十
一
歳
。
著
書
に
敵
討
も
の
の
実
録
体
小
説
『
敵
討
田
前

豪
傑
伝
』
（
明
治
四
年
〈
一
八
七
一
〉
成
、
勝
俣
文
庫
所
蔵
）
が
あ
る
。
目
録
が
編
ま

れ
た
明
治
三
年
の
時
点
で
、
清
作
は
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

【
全
体
と
分
類
】

二
百
九
十
点
を
掲
載
す
る
。
分
類
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
ぼ
入
手
し
た
順
に
書
き
込

ま
れ
て
い
る
。
年
次
が
分
か
る
も
の
で
早
い
の
は
、
画
『
古
戦
場
誉
組
討
』
の
慶
応
三

っ
た
本
が
か
な
り
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
分
類
別
に
見
る
と
、
「
１
和
漢
軍
書
井

敵
討
物
語
」
に
残
存
が
多
い
。
こ
の
部
の
書
物
が
比
較
的
大
切
に
扱
わ
れ
て
来
た
こ
と

を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
①
嘉
永
七
年
目
録
」
が
、
現
状
か
ら
は

窺
い
知
れ
な
い
勝
俣
文
庫
の
過
去
の
状
態
を
考
え
る
た
め
に
有
用
な
資
料
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
分
か
る
。

「
①
嘉
永
七
年
目
録
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
現
存
本
を
確
認
し
て
み
る
と
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
目
録
の
編
者
で
あ
る
常
昭
の
識
語
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
具
体
的

に
は
薗
屡
『
雪
明
常
盤
松
』
識
語
（
文
政
九
年
）
、
き
『
わ
か
ば
帖
』
（
天
保
三
年
写
）
、
急

『
俳
譜
手
挑
灯
』
（
文
政
十
年
二
月
写
）
、
』
ｇ
『
義
太
夫
奇
本
』
（
天
保
期
識
語
）
な
ど

が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
常
昭
自
身
が
筆
写
し
た
書
物
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
亀
『
肝

要
工
夫
録
』
の
識
語
に
は
、
「
嘉
永
二
年
勝
俣
政
治
郎
写
」
と
あ
る
。
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年
（
一
八
六
七
）
年
、
清
作
十

三
歳
の
時
の
集
書
で
あ
る
。
そ

れ
か
ら
隠
函
『
二
三
復
記
』
（
明

治
七
年
〈
一
八
七
四
〉
十
一
月

入
手
）
ま
で
が
清
作
生
前
の
集

書
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
あ
と
「
明
治
八
乙
亥
年
」

「
明
治
九
丙
子
年
」
「
明
治
十
年

丁
丑
年
」
「
明
治
十
二
年
」
の
項

目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
遺
族
（
連
水
）
に
よ
る
増

補
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

【
各
条
の
記
載
】

書
名
、
冊
数
の
ほ
か
、
購
入

年
月
日
、
購
入
先
、
代
金
を
記

す
。
た
と
え
ば
、

Ｅ
官
許
銅
版
／
早
字
引
集

一
名
／
御
一
新
字
引

壱
冊明

治
五
申
年
二
月
十

五
日
三
島
市
ケ
原
堤

屋
に
て
求

代
金
弐
分
卜
銭
三
百
也

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
当
時
に
お
け
る
書
物
の
流
通
を
知
る
上
で
有
用
な
資
料
だ
ろ

う
。
な
お
、
三
島
に
関
す
る
条
を
拾
い
上
げ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
堺
屋
（
三
島
市
ケ
原
町
）
：
．
多
数
。

・
堤
屋
（
三
島
市
ヶ
原
町
）
：
．
』
瞳
ほ
か
多
数
。

・
木
長
（
三
島
久
保
町
）
：
圏
、
厨
、
鼠
、
計
ほ
か
多
数
。

・
木
屋
（
三
島
久
保
町
）
…
ｇ
、
震
。
木
長
の
こ
と
か
。

・
常
盤
屋
（
？
）
：
由
困

・
香
雲
堂
（
本
ケ
原
？
）
：
由
虐

・
関
屋
（
？
）
：
由
認
、
閏
Ｑ
曽
司

・
本
源
（
沼
津
）
：
岩
（
此
本
安
政
七
申
年
ヌ
マ
ッ
貸
本
屋
原
助
様
へ
下
本
二
遣
ス
）

・
擁
萬
堂
（
沼
津
）
：
由
計
、
＄
・

・
本
浦
（
沼
津
）
…
臼
Ｑ
ｇ
Ｑ
隠
呉
麗
食
隠
喫
西
日
占
囲
面
雪
占
昌
、
国
呉
葛
尾

・
木
瀬
川
（
沼
津
）
．
：
認
。

・
三
島
大
社
関
連
・
・
・
・
・
＄
「
明
治
三
午
年
十
一
月
十
八
日
三
嶋
明
神
之
時
求
之
」
、
爵

「
明
治
四
辛
未
年
四
月
廿
四
日
明
神
〈
一
文
字
不
明
〉
の
時
木
長
に
て
求
」
、
』
壁

「
慶
応
元
乙
丑
年
四
月
吉
日
神
宮
二
て
求
」
、
画
ｇ
「
同
未
ノ
霜
月
廿
日
明
神
宮
祭

礼
之
せ
つ
求
」
ほ
か
。

【
集
書
傾
向
】

目
録
を
作
成
し
た
清
作
は
、
か
な
り
の
小
説
好
き
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
み
ず
か
ら
も

実
録
体
小
説
『
敵
討
田
前
豪
傑
伝
』
を
著
し
て
い
る
。
彼
の
初
期
の
集
書
は
、
実
録
体

小
説
、
合
巻
、
読
本
の
類
が
多
く
を
占
め
る
。
そ
れ
が
明
治
五
年
六
月
に
入
手
し
た
』
屋
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『
御
誓
文
／
御
哀
翰
』
あ
た
り
か
ら
は
、
己
切
『
史
略
』
、
』
虞
『
太
政
官
日
誌
』
な
ど

と
真
面
目
な
本
に
変
わ
っ
て
行
く
。
明
治
五
年
で
清
作
は
十
八
歳
。
読
書
に
も
責
任
感

が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
一
方
で
、
和
歌
・
俳
譜
の
類
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
こ
れ
は
本
人
の
性
向
に

よ
る
と
こ
ろ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
祖
父
・
父
の
蔵
書
で
十
分
こ
と
足
り
た
か
ら
と
も

考
え
ら
れ
る
。

【
現
存
書
物
と
の
比
較
】

「
①
嘉
永
七
年
目
録
」
と
「
②
明
治
三
年
目
録
」
と
の
区
別
は
、
時
代
的
な
違
い
で

は
な
い
ら
し
い
。
両
目
録
で
は
若
干
の
例
外
を
除
い
て
、
掲
載
す
る
書
物
が
重
複
し
な

い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
録
に
掲
載
さ
れ
た
書
物
の
入
手
時
期
を
見
て
み
る
と
、
時

代
が
重
な
っ
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
「
①
嘉
永
七
年
目
録
」
の
「
歌
書
」
の

部
の
末
尾
に
記
さ
れ
る
「
恩
手
永
波
紐
鏡
」
は
、
「
右
者
清
作
成
田
山
迄
参
詣
之
節

東
京
ヨ
リ
求
メ
キ
タ
ル
明
治
七
戌
年
四
月
」
と
注
記
が
あ
っ
て
、
明
治
三
年
目
録
よ

り
あ
と
に
入
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
二
つ
の
目
録
は
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
の
か
。
そ
れ
は
所
有
者
に

よ
る
違
い
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
「
①
嘉
永
七
年
目
録
」
は
常
昭
・
連
水
父
子
が

集
め
た
書
物
、
「
②
明
治
三
年
目
録
」
は
清
作
が
集
め
た
書
物
、
と
考
え
る
と
納
得
が

ゆ
く
。

③
昭
和
二
十
二
年
目
録
１
１
連
水
後
半
生
の
集
書
の
手
が
か
り

【
編
者
と
成
立
年
】

表
紙
に
「
昭
和
廿
二
年
拾
壱
月
／
古
和
本
／
蔵
書
目
録
／
勝
俣
家
」
と
墨
書
。
編
者

筆
外
類
似
書
類
」
（
百
九
十
一
点
）
、
３
「
漢
書
詩
文
字
典
類
」
（
百

八
十
八
点
）
、
４
「
歌
俳
国
文
等
」
（
百
二
十
九
点
）
、
５
「
歌
雑
書

数
々
」
（
七
十
二
点
）
、
６
「
書
臓
」
（
六
十
八
点
）
、
７
「
宗
教
外
雑
書
」
（
七

十
一
点
）

こ
の
う
ち
１
「
稗
史
小
説
外
類
似
書
」
は
、
読
本
、
合
巻
、
実
録
体
小
説
の
類

を
収
め
る
。
３
「
漢
書
詩
文
字
典
類
」
は
漢
籍
、
辞
書
の
ほ
か
『
日
本
外
史
』

『
静
岡
県
地
誌
』
な
ど
の
史
書
も
収
め
る
。
４
「
歌
俳
国
文
等
」
と
５
「
歌

雑
書
数
々
」
と
は
内
容
が
重
複
す
る
。
６
「
書
續
」
は
『
雅
言
集
覧
』
『
倭
訓
栞
』

の
よ
う
な
和
語
辞
典
な
ど
を
収
め
る
が
、
４
，
５
と
重
複
す
る
部
分
も
多
い
。

に
つ
い
て
の
記
載
は
な

い
が
、
成
立
時
期
か
ら

考
え
て
子
孫
の
作
と
考

え
て
間
違
い
無
い
だ
ろ

声
、
，
一
。【

全
体
と
分
類
】

八
百
五
十
一
点
を
掲

載
す
る
。
分
類
は
次
の

よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
別
で

あ
る
。

１
「
稗
史
小
説

外
類
似
書
」
（
百

三
十
二
点
）
、
２
「
随
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Ｊ
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【
各
条
の
記
載
】

書
名
と
冊
数
の
み
。
ほ
か
に
、
家
の
中
で
の
配
架
場
所
を
記
す
ら
し
き
記
号
が
赤
ペ

ン
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

【
集
書
傾
向
】

「
①
嘉
永
七
年
目
録
」
「
②
明
治
三
年
目
録
」
「
③
昭
和
二
十
二
年
目
録
」
と
比
較
し

て
み
る
と
、
そ
の
関
係
は
左
図
の
よ
う
に
な
る
。
①
②
に
掲
載
さ
れ
た
書
物
が
あ
ま
り

残
っ
て
い
な
い
こ
と
も
面
白
い
が
、
本
稿
に
と
っ
て
よ
り
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
①

②
の
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
書
物
が
③
に
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
明
治
三
年
以
降
に
も
、
引
き
続
き
集
書
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

を
示
す
。

そ
し
て
こ
の
目
録
の
み
に
見
え
る
書
目
は
、
す
な
わ
ち
連
水
の
俳
人
と
し
て
の
最
盛

期
に
集
め
ら
れ
た
書
物
を
含
む
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
「
①

嘉
永
七
年
目
録
」
は
常
昭
の
目
録
を
子
・
連
水
が
書
き
足
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
増
補

は
明
治
十
二
年
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
。
連
水
は
そ
の
後
も
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九

八
）
に
、
六
十
七
歳
で
没
す
る
ま
で
活
動
す
る
。
つ
ま
り
「
③
昭
和
二
十
二
年
目
録
」

か
ら
「
①
嘉
永
七
年
目
録
」
、
「
②
明
治
三
年
目
録
」
（
先
述
の
通
り
明
治
十
二
年
ま
で

の
集
書
を
記
す
）
を
引
い
た
残
り
が
、
連
水
が
後
半
生
に
集
め
た
書
物
プ
ラ
ス
子
孫
が

集
め
た
書
物
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
連
水
の
俳
人
と
し
て
の
時
間
軸
に
つ
い
て
、
先
述
の
森
澤
稿
を
も
と
に
眺
め

て
み
よ
う
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
誕
生
し
た
連
水
は
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
、

十
二
歳
ご
ろ
に
は
俳
譜
を
嗜
む
よ
う
に
な
っ
た
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
、
二
十
七

歳
で
家
業
を
継
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
は
沼
津
の
俳
人
・
種

玉
庵
連
山
か
ら
梅
室
書
「

は
『
俳
家
新
聞
誌
』
に
所

七
年
（
一
八
七
四
）
、
四

十
三
歳
の
時
に
俳
譜
教

林
盟
社
の
社
員
と
な
り
、

俳
譜
を
通
じ
て
の
教
導

に
も
力
を
入
れ
る
よ
う

に
な
る
。
明
治
二
十
六

年
、
六
十
二
歳
の
時
に

は
富
士
山
を
詠
ん
だ
句

を
集
め
た
自
撰
歌
集
『
雲

霧
集
』
を
出
版
す
る
。

明
治
三
十
一
年
（
一
八

九
八
）
に
、
六
十
七
歳

で
没
す
る
ま
で
、
旺
盛

に
活
動
し
た
。
と
く
に

明
治
二
十
年
代
に
は
、

俳
人
と
し
て
全
国
的
な

名
声
を
誇
っ
て
い
た
。

で
は
、
連
水
の
後
半

生
か
ら
没
後
に
か
け
て

の
勝
俣
家
の
集
書
に
は
、 書

「
俳
関
」
の
変
額
を
譲
り
受
け
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に

に
所
持
す
る
「
鉢
た
た
き
」
芭
蕉
翁
自
画
讃
を
紹
介
し
た
。
明
治

③昭和
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ど
の
よ
う
な
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
全
体
を
眺
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
の

が
、
こ
の
時
期
に
購
入
し
た
書
物
の
割
合
の
多
さ
で
あ
る
。
全
八
三
一
点
の
う
ち
、
約

四
分
の
三
に
あ
た
る
六
三
三
点
が
、
嘉
永
七
年
目
録
、
明
治
三
年
目
録
に
見
え
ず
、
明

治
十
三
年
以
降
に
入
手
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
勝
俣
文
庫
の
和
本
群
の
多

く
は
、
明
治
期
以
降
に
集
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

新
た
に
集
め
ら
れ
た
書
物
を
分
類
別
に
確
認
し
て
み
よ
う
。
「
書
臘
」
の
部
（
九
四

％
。
六
十
四
／
六
十
八
点
）
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
新
た
に
入
手
し
た
書
物
だ
と
分
か

る
。
ほ
か
に
「
歌
。
俳
。
国
文
。
等
」
の
部
（
八
八
％
。
百
十
三
／
百
二
十
九
点
）
、

「
歌
雑
書
数
々
」
の
部
（
八
九
％
。
六
十
四
／
七
十
二
点
）
、
「
宗
教
外
雑
書
」

の
部
（
八
七
％
。
六
十
二
／
七
十
一
点
）
に
属
す
る
書
物
は
、
こ
の
時
期
に
多
く
が
購

入
さ
れ
て
い
る
。
俳
人
と
し
て
、
教
導
職
と
し
て
充
実
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
ま
た
、
蔵
書
に
見
え
る
明
治
期
俳
書
の
中
に
は
、
他
人
の
編
著
で
あ
り
な

が
ら
、
連
水
の
句
が
入
集
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
連
水
が
投
句
料
を
納
め

て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
連
水
が
俳
譜
の
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
活

躍
す
る
過
程
で
、
自
然
に
集
ま
っ
て
来
た
の
が
こ
う
し
た
俳
書
た
ち
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

い
つ
ぽ
う
で
、
あ
ま
り
増
加
し
て
い
な
い
、
つ
ま
り
さ
ほ
ど
購
入
し
な
く
な
っ
た
ジ

ャ
ン
ル
も
あ
る
。
ま
ず
典
型
的
な
の
が
、
「
稗
史
小
説
外
類
似
書
」
の
部
（
四
二
％
。

五
十
六
／
百
三
十
二
点
）
で
あ
る
。
こ
の
部
に
属
す
る
実
録
体
小
説
、
読
本
の
類
は
、

そ
も
そ
も
連
水
で
は
な
く
子
の
清
作
が
積
極
的
に
買
い
求
め
て
い
た
書
物
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
個
人
的
な
性
向
の
違
い
も
あ
り
、
ま
た
年
齢
的
な
推
移
も
あ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
ま
た
「
漢
書
詩
文
字
典
類
」
の
部
（
七
二
％
。
百
三
十
六
／
百
八

十
八
点
）
も
、
先
の
小
説
類
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
比
較
的
新
規
購
入
が
少
な
い
書
物
で

付
記
本
発
表
は
、
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
」
研

究
会
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
七
日
（
土
）
於
国
文
学
研
究
資
料
館
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
室
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
勝
俣
文
庫
の
蔵
書
目
録
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

あ
る
。
こ
の
部
の
書
物
は
必
要
が
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
よ
り
は
、
当
初
か
ら
勝
俣
家

に
基
本
的
な
書
物
が
備
わ
っ
て
い
た
、
と
い
う
理
由
が
大
き
い
よ
う
に
思
う
。

凡
例・

旧
字
体
、
異
体
字
は
適
宜
通
行
自
体
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

・
各
種
の
踊
り
字
は
適
宜
開
い
た
箇
所
が
あ
る
。
濁
点
は
適
宜
補
っ
た
箇
所
が
あ
る
。

・
角
書
な
ど
の
二
行
書
は
そ
の
ま
ま
記
さ
ず
、
改
行
箇
所
に
／
を
入
れ
る
こ
と
で
記

し
た
。

・
項
目
中
の
改
行
は
、
必
ず
し
も
忠
実
に
再
現
し
て
い
な
い
。
一
行
空
け
に
代
え
た

と
こ
ろ
も
あ
る
。

。
〈
〉
は
翻
刻
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。

・
ル
ビ
は
（
）
に
記
し
た
。
た
だ
し
笛
、
閉
、
国
璽
ｇ
ｏ
、
＄
、
ｇ
輿
司
興
囹
い

の
カ
ッ
コ
は
原
文
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
で
検
索
す
る
と
、
明
ら
か
な
文
字
の
間
違

い
が
判
明
す
る
。
例
え
ば
篭
「
寛
〈
政
〉
箱
崎
文
庫
」
。
こ
う
し
た
場
合
、
現
状

を
優
先
さ
せ
た
。

〈
一
〉
目
録
翻
刻
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①
嘉
永
七
年
目
録

和
漢
軍
書
井
敵
討
物
語

〈
表
紙
に
書
付
な
し
〉

唾
太
平
記
剣
之
巻
マ
デ
四
拾
壱
冊
之
所
合
巻
弐
拾
壱
冊

豆
則
太
平
記
二
十
一
ヨ
リ
三
十
六
マ
デ
合
巻
拾
冊

．
③
昭
和
二
十
二
年
目
録
は
、
各
条
の
上
に
赤
ペ
ン
で
「
東
側
」
「
は
」
な
ど
と
記

し
た
書
き
込
み
が
あ
る
。
架
番
号
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
省
略
し
た
。

．
◇
印
を
冠
し
た
の
は
現
存
本
で
確
認
で
き
な
い
書
物
で
あ
る
。
ま
た
、
③
「
昭
和

二
十
二
年
目
録
」
の
み
、
「
①
嘉
永
七
年
目
録
」
に
も
見
え
る
書
物
に
「
嘉
」
の

記
号
を
、
「
②
明
治
三
年
目
録
」
に
も
見
え
る
書
物
に
「
明
」
の
記
号
を
冠
し
た
。

ど
ち
ら
に
も
見
え
な
い
書
物
に
は
◆
印
を
冠
し
た
。

・
た
だ
し
、
右
の
同
定
調
査
は
完
壁
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

現
存
本
の
調
査
も
未
完
成
で
あ
り
、
①
②
③
目
録
の
記
述
も
、
同
定
を
妨
げ
る
不

確
定
要
素
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
書
名
を
忠
実
に
写
し
た
も
の
で
な
い

場
合
が
ま
ま
見
ら
れ
、
同
書
名
で
も
買
い
直
し
な
ど
に
よ
っ
て
別
本
だ
と
い
う
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
あ
く
ま
で
も
、
目
録
と
現
存
本
と
の
関
係
を
考
え

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
あ
く
ま
で
も
、
目
録
と
現
存
一

る
た
め
の
参
考
と
し
て
扱
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

③
関
東
古
戦
録
拾
冊

此
代
金
壱
分
二
朱
ト
銀
壱
匁
五
分

嘉
永
三
戌
年
八
月
吉
日
求
之

《
頼
光
一
代
記
三
拾
冊
之
所
／
合
巻
／
拾
冊

唖
鎌
倉
見
門
志

初
編
三
拾
巻
之
所
／
合
巻
／
弐
拾
冊
／
拾
巻
ヨ
リ
弐
十
ま
で
合
冊
ナ
リ

弐
編
弐
拾
五
冊

三
編
弐
拾
五
冊

〆
七
拾
冊
嘉
永
二
酉
歳
九
月
吉
日
求
之

此
代
金
弐
分
弐
朱
也

『
絵
本
義
経
一
代
記
五
冊

、
曽
我
物
語

此
代
金
壱
分
也

内
な
し
ま
け

嘉
永
四
亥
年
八
月
吉
日
求
之

此
代
金
弐
分
也

嘉
永
四
亥
年
五
月
六
日
求
之
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◇
己
残
太
平
記
銀
八
匁
一

金
弐
朱
四
百
七
十
也

此
本
安
政
七
申
年

銀
八
匁
二

、
真
書
太
閤
記

初
編
三
拾
冊
之
所
／
合
巻
／
拾
冊

弐
編
弐
拾
九
冊
／
三
四
合
冊
ナ
リ

③
厭
蝕
太
平
楽
記
三
拾
冊
之
所
／
合
巻
／
拾
五
冊

五
編
三
拾
冊

六
編
三
拾
冊

七
編
三
拾
冊

八
編
三
拾
冊
之
所
／
合
巻
／
拾
五
冊

九
編
同
／
拾
五
冊

拾
編
三
拾
冊

拾
壷
編
三
拾
冊

拾
弐
編
三
拾
冊
之
所
／
合
巻
／
拾
冊

〆
三
百
六
拾
冊
全

弘
化
四
巳
年
／
二
月
吉
日
求
之

此
代
金
四
両
壱
分
ト
六
百
八
十
四
也

三
編
拾
五
冊

四
編
三
拾
冊

下
ル

拾
弐
冊

底
関
ヶ
原
軍
記
大
全
全
本
／
三
拾
弐
巻

届
天
草
軍
記
大
全
弐
拾
参
巻
之
所
／
合
巻
／
七
冊

届
絵
本
通
俗
三
国
志

初
編
拾
冊

弐
編
拾
冊

三
編
拾
冊

四
編
拾
冊

五
編
拾
冊

六
編
拾
冊

七
編
拾
冊

八
編
五
冊

〆
七
拾
五
冊

嘉
永
七
寅
と
し

正
月
求
之

代
金
弐
両
弐
分
也

匡
豊
臣
鎮
西
軍
記
拾
五
冊

此
代
金
壱
分
弐
朱
ト
○
六
百
四
弘
化
四
未
年
三
月
吉
日
求
之

正
月
ヌ
マ
ッ
貸
本
屋
原
助
様
へ
下
本
二
遣
ス
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◇
弓
増
補
和
漢
軍
談
紀
略
考
大
串

安
政
七
庚
申
年
正
月
二
日
求

代
三
匁

和
漢
軍
談
紀
略
考
大
成

畠
本
願
寺
大
秘
録
石
山
軍
記
三
十
冊

同
後
編
三
十
冊
之
所
／
合
巻
／
十
五
冊

同
申
年
五
月
十
五
日
二
求

勗
嶋
津
琉
球
軍
精
記
廿
七
冊
之
所
／
合
巻
／
六
冊
全

同
年
十
二
月
吉
日
求

扇
真
田
三
代
実
記

初
編
三
拾
冊
之
所
／
合
巻
／
拾
五
冊

初
編

代
金
弐
分
弐
朱
成

代
金
壱
両
壱
分
也

四
編
合
巻
／
拾
五
冊

五
編
同
／
拾
五
冊

〆
百
五
拾
冊
之
所
／
合
巻
ニ
シ
テ
百
五
冊
全
本

安
政
三
辰
年
七
月
求
之

弐
編

三
編

三
拾
冊

三
拾
冊

小
本
壱
冊

◇
圏
俳
譜
論
語
集
以
呂
波
伝
大
和
言
三
色
合
巻
壱
冊

◇
侭
つ
る
い
ち
ご
壱
冊

俳
書誤

蕉
門
秘
伝
葛
藤
集
壱
冊

闇
お
だ
ま
き
綱
目
弐
冊

隠
あ
す
な
ら
ふ
弐
冊

ｇ
朝
鮮
征
伐
記
四
拾
弐
冊

元
治
元
甲
子
年
六
月
吉
日
求
之

〆
金
壱
両
壱
朱
也

弐
百
〈
数
文
字
不
明
〉

曽
俳
譜
七
部
集
七
冊

ご
朝
鮮
物
語
三
冊

文
久
元
酉
年
九
月
吉
日
求

代
銀
六
分
也
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◇
喝
諸
催
主
諸
判
者
四
季
之
出
板
写
本
小
本
四
冊

◇
ｇ
春
と
秋
壱
冊

◇
圏
葛
才
扇
壱
冊

◇
路
す
る
か
舞
壱
冊

◇
箇
俳
譜
苔
の
華
壱
冊

◇
筐
俳
譜
う
た
ま
く
ら
壱
冊

◇
患
星
喜
庵
北
因
先
生
春
帖
壱
冊

◇
鵠
波
羅
蜜
口
占
壱
冊

◇
段
芭
蕉
翁
発
句
集
上
下
弐
冊

◇
笥
同
同
壱
冊

困
俳
譜
初
心
抄
壱
冊

◇
亀
月
花
鳥
壱
冊

◇
念
諸
催
主
諸
判
者
四
季
之
出
板
六
冊

◇
忠
北
元
句
集
壱
冊

◇
囹
大
白
堂
孤
月
先
生
同
壱
冊

畠
名
所
発
句
集
二
篇
壱
冊

念
諸
催
主
諸
判
者
四
季
之
出
板
写
本
壱
冊

急
俳
譜
手
挑
灯
弐
冊

虐
今
人
俳
譜
図
会
初
編
壱
冊

慮
今
人
五
百
題
弐
冊

造
故
人
五
百
題
弐
冊

き
わ
か
は
帖
壱
冊
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◇
留
寛
保
四
甲
子
歳
旦
壱
冊

◇
図
寄
道
ま
さ
き
の
か
つ
ら
端
本
第
五
壱
冊

◇
忠
俳
譜
線
衣
一

◇
圏
伊
豆
拾
二
歌
仙
附
録
壱
冊

◇
望
壬
生
山
家
集
壱
冊

◇
圏
歳
旦
帖
壱
冊

◇
圏
た
ん
か
し
う
合
巻
壱
冊

◇
臼
俳
譜
百
人
一
首
見
立
図
会
壱
冊

紹
俳
譜
今
七
部
集
小
本
弐
冊

安
政
三
辰
年
卯
月
吉
日
求

ｇ
御
く
り
や
集
壱
冊

お
屏
風
形
画
頌
壱
冊

◇
ｇ
俳
集
良
材
集
氷
壷
撰
春
之
部
弐
冊

同
日
求
代
金
壱
朱

◇
曾
俳
譜
安
政
五
百
題
代
金
壱
朱
俳
禅
居
墨
芳
撰
弐
冊

安
政
六
未
年
十
一
月
酉
の
市
祭
礼
之
節
求

◇
ｇ
掌
中
俳
譜
安
政
附
合
集
壱
冊
全

同
年
十
二
月
三
日
求
‐
↓

代
銀
四
匁
五
分

為
誰
巷
由
誓
閲

栢
隠
新
甫
撰

米
仏
苣
麿
校

嘉
永
六
丑
と
し
正
月
日

〈
三
文
字
不
明
〉

震
木
の
葉
寵
小
本
壱
冊

代
弐
百
九
十
弐
也

ｇ
今
人
五
百
題
氷
壷
撰
弐
冊

代
五
百
也
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◇
ざ
千
弐
百
題
集
弐
冊
・

文
久
三
亥
年
四
月
吉
日
求

代
銀
七
匁
五
分
〃
；
好

爵
俳
林
良
材
集
夏
秋
冬
六
冊

万
延
元
申
年
十
一
月
求

代
金
三
朱
也

ｇ
俳
譜
歳
時
記
栞
草

万
延
元
申
年

十
一
月
吉
日
求
之

代
金
壱
分
二
朱
也

昆
海
内
人
名
録
弐
冊

同
年
同
月
同
日
求
之

弓
今
人
附
合
集
弐
冊

万
延
元
酉
年
六
月
比
求

ｇ
鶉
衣
六
冊

文
久
元
酉
年
九
月
吉
日
求

代
金
弐
朱
也

五
冊

◇
ご
さ
ふ
れ
貝
懐
中
本
壱
冊

文
久
三
亥
年
霜
月
吉
日
求
之

代
金
弐
朱
也

◇
割
俳
譜
玉
葵
集
壱
冊

計
俳
譜
一
串
抄
壱
冊

同
年
同
月

代
金
弐
朱
ト
弐
百
四
十
八
也

忌
俳
譜
秘
伝
白
砂
人
集
一
冊

井
二
七
部
冬
之
日
荘
丹
ノ
書
二
而
註
解
一
冊

同
年
同
月

代
金
壱
朱
也

囹
芳
草
集

同
年
同
月

代
金
三
朱
ト
三
百
四
十
八
也

忌

鑿棗塞
圭一

蓋垂董
耳九
ゴー冊
ロ

日
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諸
家
騒
動
井
敵
討
端
事

◇
麗
手
永
波
紐
鏡
折
本

◇
ｇ
園
圃
抜
菜
弐
冊

歌
書

◇
司
俳
譜
七
部
集
薄
葉
摺
小
本
壱
冊

笛
言
葉
玉
の
緒
七
冊

臼
消
息
文
例
弐
冊

代
金

ご
蕉
門
中
興
俳
譜
一
覧
集
一
冊

認
四
季
之
持
扇
薄
葉
摺
一
冊

代右
者
清
作
成
田
山
迄
参
詣
之
節
東
京
ヨ
リ
求
メ
キ
タ
ル
明
治
七
戌
年
四
月

代
金

代
金

◇
ｇ
伊
賀
越
敵
討
三
冊

◇
沼
祐
天
功
徳
記
九
冊
之
所
合
巻
五
冊

◇
囹
慶
安
賊
説
弁
拾
冊
之
所
合
巻
八
冊

此
代
金
弐
朱
也

嘉
永
二
酉
年
十
月
吉
日
求
之

巴
但
石
実
記
三
十
冊

安
政
六
丑
年
四
月
求

此
代
金
弐
分
ト
三
匁

亀
大
久
保
武
蔵
鐙
三
十
冊
之
所
合
巻
拾
五
冊

ｇ
賊
禁
秘
誠
談
拾
冊
之
所
合
巻
五
冊

閉
絵
本
忠
臣
蔵
前
編
拾
冊

同
後
編
拾
冊

此
代
金
二
朱
ト
四
百
七
十
弐
也

霞
赤
穂
精
儀
内
侍
所
二
十
四
冊
之
所
合
巻
拾
弐
冊
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◇
患
仮
名
性
理
壷
冊

◇
ｇ
麻
布
忠
誠
録
壷
冊

◇
Ｓ
』
大
岡
忠
相
政
要
実
録
八
冊
之
所
／
合
巻
／
壱
冊

褐
和
州
非
人
敵
討
五
冊

霞
桟
橋
物
語
五
冊
之
所
壹
冊

畠
一
体
は
な
し
三
冊

亀
肝
要
工
夫
録
壷
冊

農
宗
祇
怪
談
壹
冊

湯
八
百
屋
お
七
実
録
弐
冊

』
ｓ
諸
国
／
奇
談
東
遊
記

同
後
編
五
冊

』
ｇ
中
山
東
物
語
弐
冊
之
所
合
巻
壷
冊

◇
己
、
安
明
間
記
三
冊

◇
］
目
敵
討
江
戸
紫
拾
冊
之
所
合
巻
壱
冊

◇
』
巨
絵
入
笠
松
〈
虫
損
〉
同
壱
冊
全

◇
旨
竺
且
三
嶋
伝
記
壱
冊

◇
Ｓ
ｍ
熱
海
温
泉
図
彙
壱
冊

◇
』
Ｓ
不
知
翁
の
物
語
壱
冊

旨
。
絵
本
年
代
一
覧
小
本
壱
冊

］
辰
中
山
東
物
語
合
冊
壱
冊

』
ｇ
松
田
氏
女
敵
討
壱
冊

同
西
遊
記
五
冊

同
後
編
五
冊

此
代
金
弐
朱
ト
五
百
八
十
三
也

嘉
永
五
子
年
十
二
月
吉
辰
求
之
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◇
旨
画
慶
天
間
記
全
本
廿
五
冊
、

安
政
七
庚
申
年
／
二
月
吉
日
求

銀
〈
数
文
字
不
明
〉
文
久
元
年

文
久
元
年

◇
旨
、
切
支
丹
来
朝
実
記
壱
冊

安
政
三
辰
年
十
二
月
求

旨
の
安
政
見
聞
志
同
三
冊

巨
司
皿
屋
敷
厳
秘
録
全
本
拾
五
冊

安
政
六
未
ノ
年
十
一
月
酉
之
市
之
〈
二
文
字
不
明
〉
求

中
本
共
代
金
三
朱

］
扇
万
国
新
話
五
冊

旨
心
奥
平
報
響
宇
都
之
宮
金
の
清
水
写
本
五
冊
全

安
政
二
卯
年
十
月
日
求
代
三
百
三
十
也

屋
四
同
宮
本
武
勇
伝
同
弐
冊
全

匡
画
絵
入
三
庄
大
夫
同
壱
冊
全

安
政
四
巳
年
五
月
求

酉
歳
九
月
下
本
二
遣
ス

◇
』
圏
後
藤
英
勇
伝
三
十
冊

万
延
元
申
年
十
二
月
吉
日
求
之

代
金
三
朱
下
本
年
二
致
ス
／
百
也

』
圏
武
家
女
鑑
六
冊

万
延
元
申
年
八
月
一
日
求

代
金
銭
五
百
也

届
Ｃ
安
政
見
聞
志
三
冊

同
年
閏
三
月
日

代
金
壱
朱

』
膿
下
村
実
記
拾
冊

文
久
元
酉
年
九
月
吉
日
求

代
銀
五
分
也

届
函
奇
説
著
聞
集
弐
冊

文
久
元
酉
年
九
月
吉
日
求

代
三
百
也

同
年
同
月

代
金
壱
分
ト
銀
弐
匁
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届
、
北
野
実
記

同
年
同
月
求

』
喝
源
氏
一
統
志
拾
冊

文
久
二
戌
年
四
月
吉
日
求

代
銭
六
百
也

届
③
安
政
見
聞
録

同
年
同
月
求

代
金
壱
朱

］
麗
慶
安
前
秘
録
拾
弐
冊

文
久
二
戌
年
閏
八
月
吉
日
求

代
銀
六
匁

届
、
岩
城
実
記
拾
五
冊

文
久
二
戌
年
十
月
吉
日
求

属
・
亀
山
話
拾
冊

同
年
同
月
同
日

代
銀
廿
五
分
也

代
金
壱
分
也

廿
五
冊

全
部
／
三
冊

届
、
燕
石
雑
志
六
冊

元
治
元
乙
丑
年
二
月
日
求
之

代
金
壱
分
二
朱
也

国
哩
嘉
多
比
沙
志
前
三
冊
／
後
三
冊

元
治
元
子
年
六
月
吉
日
求
之

代
金
壱
分
也

届
心
武
辺
話
聞
書
三
冊

慶
応
元
乙
丑
年

四
月
吉
日
神
宮
二
て
求

代
金
三
朱
也

］
ｇ
扶
桑
皇
統
記
拾
弐
冊

同
年
同
月
同
日

代
銀
四
拾
五
匁

』
望
同
積
翠
閑
話
四
冊

文
久
三
亥
年
四
月
吉
日
求

代
銀
七
匁
五
分

代
銀
七
匁
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◇
届
、
奇
人
百
人
一
首
壱
冊

巨
禅
僧
よ
り
貰
ウ

］
造
大
岡
政
誉
談

代
金
壱
両
也

辰
。
大
伴
金
道
忠
孝
図
会
前

慶
応
三
卯
年
七
月
吉
日
求 前

届
里
休
禅
師
一
代
記

慶
応
三
卯
年
二
月

代
金
壱
分
壱
朱
也

］
亀
列
女
百
人
一
首
壱
冊

同
年
同
月

代
金
壱
朱
也

］
患
秀
雅
百
人
一
首
壱
冊

慶
応
三
卯
年
二
月
吉
日

代
金
壱
朱
也

同
年
同
月
同
日
求 三

拾
冊 絵

入
／
五
冊
（
一
文
字
不
明
〉

編
五
冊
／
後
編
六
冊

◇
』
急
倭
仮
名
在
原
系
図
全
／
壱
冊

嘉
永
六
丑
年
九
月
求
代
壱
百
也

浄
』
食
増
補
仙
台
萩
二
拾
四
冊

代
金
弐
分
也

明
治
四
辛
未
年
十
二
月
十
五
日

三
し
ま
市
ケ
原
堤
屋
二
て
求

底
い
宮
本
／
佐
々
木
武
勇
伝
前
編
二
十
冊
／
後
編
二
十
冊

代
金
壱
両
也

明
治
二
巳
年
四
月
廿
八
日
求

辰
画
石
見
武
勇
伝
前
編
二
十
五
冊
／
後
編
二
十
五
冊

代
金
弐
両
也

明
治
参
午
年
正
月
廿
一
日
求

』
含
小
野
道
風
青
柳
硯
同
／
壱
冊

』
急
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
揃
／
壱
冊
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◇
』
お
妹
背
山
婦
女
庭
訓
同
／
壱
冊

◇
］
圏
内
助
手
柄
渕
壱
冊

◇
届
画
常
盤
御
前
／
熊
野
御
前
姫
小
松
子
日
の
遊
壱
冊

◇
勗
函
大
友
／
兼
道
真
鳥
壱
冊

届
。
義
仲
勲
功
記
同
／
壱
冊

］
も
清
和
源
氏
十
五
段
同
／
壱
冊

扇
］
恋
娘
昔
八
丈
同
／
壱
冊

』
豊
三
浦
大
助
紅
梅
鞠
作
者
長
谷
川
千
四
／
文
耕
堂
壱
冊

』
留
比
良
御
陣
雪
枡
形
壱
冊

届
『
菖
蒲
前
操
弦
壱
冊

扇
①
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
壱
冊

◇
扇
四
先
代
萩
／
御
厩
段
抜
本
／
壱
冊

扇
里
ノ
谷
嗽
軍
記
新
式
也
／
通
本
／
壱
冊

扇
の
赤
澤
山
伊
東
伝
記
壱
冊
全

息
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
全
本
／
壱
冊

届
、
絵
本
太
功
記
七
シ
目
／
孫
市
切
腹
段
／
同
十
段
目
／
尼
ケ
崎
之
段
同
／
全
巻

壱
冊

］
震
伊
賀
越
八
シ
目
／
岡
崎
雪
降
之
段
同
／
壱
冊

』
ｇ
阿
漕
浦
平
治
住
家
之
段
同
／
壱
冊

』
呂
奇
せ
本
大
巻
／
八
冊

扇
』
伊
勢
平
氏
年
々
鑑
壱
冊

届
。
苅
萱
桑
門
筑
紫
課
壱
冊

』
沼
軍
法
富
士
見
西
行
壱
冊
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◇
昌
司
〈
数
文
字
不
明
〉
八
百
屋
お
七
／
鈴
ケ
森
之
段
／
同
居
宅
之
段
／
同
道
行
之
段

合
巻
／
壱
冊

◇
弓
②
勢
津
〈
一
文
字
不
明
〉
屋
に
／
西
行
東
下
都
之
段
／
牡
丹
〈
一
文
字
不
明
〉

同
品
川
之
段
合
巻
／
壱
冊

◇
』
囹
倭
仮
名
色
七
文
字
／
桃
太
郎
合
巻
／
壱
冊

◇
〕
ご
四
十
八
手
恋
所
訳
壱
冊

常
盤
津

◇
弓
・
積
恋
雪
関
扉
弐
冊

弓
、
同
奇
せ
本
小
本
／
一
冊

』
昼
常
盤
津
色
々
／
奇
せ
写
本
大
巻
／
壱
冊

』
圏
花
吹
雪
富
士
菅
笠
壱
冊

安
政
六
未
と
し
／
三
月
吉
日
求

戯
作

〈
二
行
抹
消
〉

］
園
近
世
怪
談
霜
夜
星
種
彦
著
／
五
冊

弓
⑨

拾拾拾拾拾拾九八七六五四三弐初南
五四三弐壱編編編編編編編編編編総
編編編編編 里

見
五五五五五七六十七六五五五五五八
冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊犬

伝

曲
亭
馬
琴
篇
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◇
一
農
闇
路
提
挑
灯
壱
冊

昂
』
岐
蘇
道
中
／
膝
栗
毛
同
作
／
弐
拾
五
冊

畠
。
東
海
道
中
／
膝
栗
毛
十
返
舎
一
九
箸
／
拾
八
冊

』
困
巨
／
勢
金
岡
名
技
伝
優
二
館
主
人
著
／
六
冊

畠
画
雲
妙
間
雨
夜
月
曲
亭
馬
琴
著
／
五
冊

』
霞
斯
波
遠
説
七
長
臣
江
戸
梅
暮
里
谷
莪
著
／
六
冊

扇
、
浅
間
獄
面
影
草
紙
柳
亭
種
彦
著
前
編
／
後
編
八
冊
全

拾拾
八七

編編

五五

冊冊

拾
六
編
五
冊

安
政
六
丑
と
し
四
月
求

拾
九
編
五
冊

代
金
四
両
也

〆
百
六
冊
全

〆
四
拾
三
冊

◇
］
患
色
々
井
連
古
写
本
壱
冊

◇
』
置
傾
城
買
四
十
八
手
壱
冊
全

◇
こ
い
古
実
今
物
語
三
冊

◇
』
縄
雨
夜
噺
壱
冊

◇
』
麗
日
高
川
式
亭
三
馬
著
／
弐
冊

］
謂
青
／
楼
阿
蘭
陀
鏡
五
冊

こ
』
新
累
解
脱
物
語
同
／
五
冊

屍
ゴ
ー
日
月
お
せ
ん
南
倦
笑
楚
満
人
著
／
六
冊

』
ｇ
復
／
響
奇
談
稚
枝
鳩
同
／
五
冊

〕
＄
青
砥
藤
綱
模
綾
案
曲
亭
馬
琴
著
／
五
冊

嘉
永
七
寅
と
し
二
月
求

代
金
壱
分
也
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◇
画
臼
紅
絞
／
続
編
紅
花
志
中
本
六
冊

安
政
三
丑
年
霜
月
日
求
之

万
延
元
申
年
八
月
一
日
下
本
二
遣
ス

◇
］
弓
心
学
い
ろ
は
い
ま
し
め
壱
冊

９
ｍ
伊
達
／
模
様
錦
廼
桂
松
亭
金
水
作
／
同
／
拾
弐
冊

画
晨
秋
雨
は
な
し
同
／
六
冊

画
ｇ
孝
女
／
貞
婦
梛
真
都
溺
喜
為
永
春
水
作
／
拾
弐
冊

同
年
同
月
日

９
画
向
顔
／
相
見
其
小
唄
恋
情
紫
為
永
春
水
／
拾
五
冊

同
四
午
年
四
月
求

画
ｇ
松
竹
梅
／
壷
前
栽
多
気
競
江
北
三
亭
春
馬
著
／
中
本
／
拾
五
冊

］
ｇ
風
月
／
花
情
春
告
鳥
為
永
春
水
著
／
中
本
／
拾
五
冊

』
圏
傾
城
／
此
糸
蘭
蝶
記
鼻
山
人
著
／
九
冊

同
断

◇
陣
ｇ
秋
色
／
艶
麗
処
女
七
種
為
永
春
水
作
／
同
／
廿
壱
冊

同
未
ノ
霜
月
廿
日
明
神
宮
祭
礼
之
せ
つ
求
代
之
〈
一
文
字
不
明
〉
者
厳
秘
録
二

記
ス

万
延
元
申
／
年
八
月
一
日
絞
花
志
六
巻
五
百
二
て
下
本
に
遣
ス

画
Ｓ
春
色
雛
之
梅
同
作
／
拾
五
冊

安
政
七
庚
申
年
正
月
二
日
求

代
金
弐
朱

巴
っ
菌
の
朝
顔
中
本
／
拾
八
冊

文
久
三
亥
年
四
月
吉
日
求

ｇ
呉
ロ
原
仮
宅
／
雑
談
日
記
天
之
浮
橋
全
部
／
六
冊

安
政
七
申
年
閨
三
月
中
旬
求

閏
三
月
朔
日
年
号
万
延
元
年
ト
改
元
ア
リ

代
金
壱
朱
也

９
ｍ
春
暁
八
幡
佳
年
同
作
／
全
本
拾
五
冊

安
政
七
申
年
正
月
下
旬
求

代
銀
六
匁
五
分

同
年
霜
月
日
求
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◇
曽
望
一
十
四
孝
画
抄
同
／
壱
冊

絵
草
紙

◇
巴
函
敵
討
白
鳥
関
曲
亭
馬
琴
／
壱
冊

◇
国
司
復
讐
妹
背
山
物
語
山
東
京
山
作
／
壱
冊

◇
圏
翌
日
羽
／
丹
七
女
郎
花
職
粟
嶋
柳
亭
種
彦
著
／
弐
冊

函
届
小
栗
一
代
記
全
／
弐
冊

噛
巨
妖
狐
後
日
調
絵
草
紙
／

慶
応
三
卯
年
二
月
吉
日
求

代
金
壱
分
壱
朱
也 絵

草
紙
／

国
②
八
幡
太
郎
一
代
記
美
図
垣
笑
顔
箸
／
三
冊

画
辰
雪
明
常
盤
松
十
返
舎
一
九
著
／
弐
冊

代
銀
拾
匁

拾
冊
〈
一
文
字
不
明
〉

◇
隠
垣
忠
臣
再
講
釈
弐
冊

◇
圏
、
道
戯
百
人
一
首
壱
冊

◇
画
喝
誹
風
柳
多
留
弐
冊

◇
圏
②
紅
白
菊
蝶
の
曲
舞
柳
泉
亭
種
正
作
／
弐
冊

◇
圏
、
小
稲
／
半
兵
衛
花
筏
月
浮
船
式
亭
三
馬
作
／
弐
冊

◇
画
隠
小
脇
差
夢
の
蝶
鮫
柳
亭
種
彦
著
／
弐
冊

◇
隠
四
仔
算
女
行
烈
市
川
団
十
郎
作
三
冊

◇
画
隠
店
絃
緒
連
弾
三
亭
春
馬
著
／
三
冊

◇
隠
邑
う
き
よ
こ
と
わ
ざ
く
さ
十
返
舎
一
九
著
／
壱
冊

◇
闇
昌
休
狂
歌
問
答
壱
冊

国
④
信
田
扶
手
白
猿
牽
曲
亭
馬
琴
著
／
三
冊
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◇
画
路
伊
勢
参
大
和
路
壱
冊
全

◇
圏
②
弁
慶
状
武
勇
封
同
／
壱
冊

◇
唖
署
太
平
記
剣
巻
同
／
壱
冊

◇
圏
、
金
神
長
五
郎
忠
孝
話
同
／
壱
冊

◇
麗
心
源
氏
山
源
次
郎
端
本
／
壱
冊

◇
麗
四
出
世
娘
端
本
／
壱
冊

◇
麗
塁
日
模
様
娘
評
判
記
山
東
京
山
作
／
三
冊

◇
圏
。
上
州
機
筆
綾
錦
柳
亭
種
彦
著
／
三
冊

膿
。
傾
城
水
耕
伝
五
編
曲
亭
主
人
著
／
三
冊

闇
、
絵
本
通
俗
三
国
志
同
／
壱
冊

画
隠
殺
生
石
後
日
怪
談
曲
亭
主
人
作
／
弐
冊

学
書

◇
い
お
ち
よ
ほ
ぐ
れ
ち
よ
ん
が
れ
弐
冊

◇
函
茜
地
口
絵
手
本
壱
冊

◇
画
虐
類
題
狂
句
柳
の
露
壱
冊

農
◎
お
ほ
つ
え
ぶ
し
三
篇
／
壱
冊

暖
め
度
々
一
総
ま
く
り
／
度
々
一
図
会
／
三
新
度
々
一
／
吉
原
度
々
一
四
冊

画
含
蜀
山
人
狂
歌
図
会
壱
冊

画
急
智
恵
海
謎
く
ら
べ
壱
冊

画
鹿
画
本
柳
樽
拾
八
冊

隠
画
同
拾
壹
編
同
／
弐
冊

画
酋
同
六
編
同
／
四
冊
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◇
函
霞
唐
詩
選
余
師
絶
句
／
三
冊

◇
圏
、
唐
詩
選
読
本
／
参
冊

◇
画
留
同
仮
名
付
本
壱
冊

◇
画
国
庭
訓
往
来
中
字
読
本
／
壱
冊

四
日
前
集
／
古
文
真
宝
余
師
四
冊

画
留
後
集
／
古
文
真
宝
弐
冊

画
圏
四
書
拾
冊

画
留
庭
訓
往
来
習
本
大
字
壹
冊

画
沼
古
状
揃
壱
冊

嘉
永
三
戌
年
八
月
吉
日
求
之

後
集
四
冊

此
代
金
壱
分
弐
朱
也

律
迄
揃
〈
二
文
字
不
明
〉

〆
八
冊

◇
画
電
画
引
分
韻
便
覧
壱
冊

◇
画
震
長
／
雄
春
風
帖
壱
冊

◇
画
困
孝
経
童
子
訓
余
師
壱
冊

◇
函
忠
同
読
本
壱
冊

◇
西
国
実
語
教
／
童
子
教
余
師
壱
冊

画
ｇ
四
書
仮
名
付
後
藤
点
平
か
な
附
／
四
冊

画
囲
経
典
余
師
壱
冊

閏
②
孟
子
仮
名
附
壱
冊

画
ｇ
諸
国
書
状
指
同
板
／
壱
冊
／
壱
冊

画
ｇ
御
成
敗
式
目
大
清
書
／
壱
冊

曽
。
同
壱
冊
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◇
路
。
平
か
な
附
／
百
姓
往
来
壱
冊

◇
い
認
平
か
な
附
／
龍
田
詣
壱
冊

◇
画
司
小
野
篁
歌
字
尽
か
な
附
／
壱
冊

◇
画
認
御
代
之
腹
鼓
／
心
学
和
合
歌
合
巻
／
壱
冊

◇
喝
、
萬
世
百
人
一
種
壱
冊

◇
ぬ
農
カ
ナ
ッ
ケ
／
傍
訓
千
字
文
壱
冊

◇
画
囹
同
壱
冊

◇
画
囹
大
成
正
字
通
箱
入
一
冊

◇
喝
］
改
正
四
書
字
引
壱
冊

唖
望
童
子
古
状
揃
大
成
小
本
／
壱
冊

目
垣
平
か
な
附
／
商
売
往
来
壱
冊

◇
路
②
講
釈
付
／
百
人
一
首
壱
冊

文
久
二
戌
年
四
月
吉
日
求

．
代
三
百
也

◇
画
亀
五
髄
千
字
文
壱
冊

安
政
五
午
年
四
月
日
求

◇
画
器
仮
名
附
／
千
字
文
小
本
／
壱
冊

◇
画
段
古
本
／
諸
学
色
々
仮
名
附
本
壱
冊

◇
画
麗
節
用
集
大
全
壱
冊

画
囹
教
／
訓
女
小
学
手
本
向
／
折
本
／
壱

万
延
二
酉
年
〈
虫
損
〉
月
吉
辰
求
之

代
金
弐
朱
也

路
①
唐
詩
選
仮
名
付
小
本
／
三
冊

安
政
二
卯
年
三
月
日
求
／
銀
六
匁
五
分

麗
画
庭
訓
往
来
中
字
／
壱
冊
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軸
物
注
文
覚

◇
暗
◎
古
状
揃
壱
冊

文
久
三
亥
年
二
月
吉
日
求

代
銭
弐
百
也

◇
圏
画
同
断
壱
冊

〈
虫
損
〉
年
四
月

代
金
弐
朱
也

◇
騨
曾
庭
訓
往
来
よ
み
本
／

慶
応
三
卯
年
三
月
吉
日

代
金
壱
分
也
〈
数
文
字

よ
み
本
／

〈
数
文
字

◇
圏
望
同
三
分
半
切
裏
打
／
画
壱
枚

◇
圏
里
同
五
匁
西
馬
筆
／
壱
幅

◇
圏
全
同
九
匁
多
竹
女
／
〈
二
文
字
不
明
〉
／
梅
通
三
幅

◇
＄
望
銀
六
匁
三
右
先
生
筆
／
壱
幅

古
本

不
明
〉

壱
冊

◇
堕
晨
将
棊
秘
密
箱
壱
冊

◇
９
画
妙
薬
方
書
抜
壱
冊

◇
ｇ
』
雑
書
大
全
以
呂
波
引
壱
冊

◇
函
ｇ
算
法
雑
集
記
壱
冊

◇
暗
”
新
編
塵
劫
記
壱
冊

色
々
伝
授
秘
法
之
部

◇
圏
三
銀
廿
匁
三
分

此
金
壱
分
壱
朱
／
百
五
十
五

万
延
元
申
年

四
月
上
旬
沼
津
宿

竹
彦
二
而
出
来

ｇ
四
将
棊
図
巧
弐
冊

ｇ
ｏ
算
術
伝
法
記
壱
冊
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◇
臼
西
浦
里
／
時
次
郎
妻
重
雪
の
曙
中
冊
／
三
冊

◇
四
ｓ
男
女
一
代
八
卦
壱
冊

◇
９
ｍ
諸
／
民
秘
伝
重
宝
記
一

◇
四
Ｓ
ま
じ
な
へ
の
伝
壱
冊

◇
９
ｍ
花
火
秘
伝
書
壱
冊

◇
９
ｍ
将
棊
組
壱
冊

〈
軸
物
の
購
入
記
録
ら
し
き
物
あ
る
が
略
す
〉

匿
い
真
情
春
雨
衣
同
／
九
冊

臼
］
妙
薬
博
物
筌
七
冊

臼
。
珍
術
万
宝
全
書
六
冊

万
延
元
年
申
年
六
月
上
旬
吉
日
本
浦
二
而
求
／
代
七
百
文

代
金
弐
壱
朱
也

万
延
元
申
年
／
六
月
下
旬
吉
日
家
二
而
求

◇
唖
后
吉
／
原
大
雑
書
壱
冊

◇
圏
、
春
色
九
冊

文
久
二
戌
年
四
月
吉
日
求

代
銀
四
匁
五
部

◇
⑭
辰
春
色
千
里
契
三
冊

万
延
元
申
年
七
月
一
日
求

代
金
弐
朱
也

◇
望
“
秘
伝
見
立
様
門
壱
冊

◇
望
『
艶
道
／
通
言
文
の
ゆ
き
か
ひ
壱
冊

◇
筐
の
ひ
ら
か
な
新
六
行
／
道
行
旅
路
の
嫁
入
忠
臣
蔵
壱
冊

密
書
之
部 〆

代
金
弐
朱
也

万
延
元
申
年
／
五
月
十
五
日
求

代
金
弐
朱
也
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◇
圏
。
五
色
之
外
壱
冊

覚 ◇
哩
隠
浮
世
雛
か
た
壱
冊

◇
篭
』
玉
の
あ
そ
び
小
本
／
壱
冊

◇
“
圏
教
訓
女
才
学
壱
冊

一
金
弐
両
二
分
也
木
柄
脇
差
作

嘉
永
七
と
し
／
三
月
吉
日
求

一
金
一
両
二
分
也
其
角
嵐
雪
の
書

安
政
三
辰
と
し
／
四
月
吉
日

一
金
二
朱
也
総
地
梅
室
之
筆

万
延
元
甲
年
閏
三
月
中
旬
求

一
金
一
両
也
不
二
之
画
表
具
一
幅

安
政
五
午
と
し
／
正
月

〈
識
語
〉

嘉
永
七
甲
寅
年

閏
七
月
吉
日
改
之

豆
陽
伊
豆
佐
野
村

滝
の
入
勝
俣
花
岳
／
山
人
［
印
］

一
同
壱
分
壱
朱
也
雪
岱
之
筆
雪
中

右
四
軸

文
久
二
戌
年
十
一
月
吉
日
求

一
同
壱
分
壱
朱
也
乙
二
之
筆

一
同
三
朱
也
道
彦
之
筆

一
金
二
分
也
清
作
木
柄
脇
差
〈
一
文
字
不
明
〉
但
し
小
柄
と
も

万
延
元
申
年
十
二
月
吉
日

一
金
壱
両
三
分
弐
朱
也
木
柄
脇
差

弘
化
三
丙
午
年
五
月
吉
日
求
之

一
金
壱
分
一
朱
也
雲
客
之
筆
雪
中
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